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＜活動事例の要旨＞ 

 集落営農法人へのやまぐちオリジナルユリ（以下ユリ）の球根増殖の試作を通 

して、経営の安定化をはかるため各種確認ほを設置し、本格導入に向けた支援を 

実施し、その結果、平成２５年度より本格栽培が実施されることとなった。 

１ 普及活動の課題・目標 

（１）対象の概要 

  ア 農事組合法人「松屋」（以下法人：平成２４年１月設立） 

組合員１０３名、栽培面積７４ｈａ、売上高６９百万、営業利益１２百

万円（平成２５年度事業計画：水稲７３ｈａ、飼料稲２.６ｈａ、カボチ

ャ３３ａ、キャベツ１１０ａ、ゆり１５ａ）  

  イ ＪＡ下関花き部会オリジナルユリ専門部会（以下専門部会） 

    平成１４年に県オリジナルユリの産地化を契機に設立され、平成２４年

度、部会員１２名、共販出荷本数７２千本を県内外の花市場に出荷 

（２）課題化の背景 

   県、ＪＡ下関の平成２６年度の下関におけるユリの販売計画は２７５千本

である。この販売計画を実現させるためには球根の確保が必要である。 

   専門部会が県に要望した球根数は入手が困難なため、必要数を確保するの

に、専門部会員による自家増殖や、専門部会の組織的な球根確保の活動とし

てユリ以外の切り花生産農家に球根増殖を依頼したが、家族労働だけでは増

殖面積は限定的となった。 

   そこで、平成２４年度関係者で協議し、集落営農法人（以下法人）へ球根

増殖の試作を依頼し、技術支援を実施することで、本格導入を目指した。 

 

２ 普及活動の内容 

（１）平成２４年度作(試作：栽培面積１ａ､平成２４年１２月～平成２５年６月)  

   球根増殖法人を選定し、試作を依頼した。次作については、この結果（労

働時間、作業性、収益性）により改めて協議することとなった。 

   適期作業を行うため、女性部が結成された。また確認ほ設置し、法人と情 

報を共有化し理解を深めた。     

   園芸品目で球根増殖の生育が大変良く、収量が目標を上回ったこと、経営 

収支の赤字は、高賃金が原因であることが、理事会で理解された。これによ

り、平成２５年作は面積を拡大し本格的に栽培することとなった。 

（２）平成２５年度作（本格生産：栽培面積１０ａ､平成２５年７月～） 

   平成２５年度ほ場が干拓地水田であり、ほ場整備後、作付けされていない 

ほ場であったため、ほ場調査を実施し、対策を実施した。 

 球根は専門部会と協議し、専門部会内増殖として位置づけ、平成２４年作  

と同様に球根の全量買取を行うため、専門部会員が要望する品種を選定した。 

３ 普及活動の成果 



（１）球根増殖の試作結果 

  ア 球根の収量（ａ当たり） 

    目標より球根の収量は２０％増収、想定していなかったりん片が 83kg 

収穫ができた。これは、ほ場選定が良かったことと小球根が６ｃｍ程度と 

大きかったためと考える。 

イ 労働時間の把握及び削減並びに作業改善  

 労働時間の指標では１０ａ当たり５００時間で、単純計算では１ａ当た  

り５０時間となるが、試作結果はその約２倍の約１００時間となったが、       

定植方法の改善と収穫の機械化、除草剤の利用により、７３時間に短縮で

きることがわかった。 

ウ 経営収支 

 法人の労賃が高いため切り花用球根の収益だけでは１ａあたり９４千

円の赤字で、機械化及び除草剤による作業改善を実施して５４千円の赤

字となった。そこで、市内の法人の平均労賃よりやや高い金額で、収支

を計算すると３１千円の赤字、作業改善の実施で７千円の赤字となり、

経営収支の改善の目処がたった。 

（２）その他 

ア 法人の経営改善 

  （ア）労賃 

     前述のように他の法人の労賃との比較で、高労賃を認識し、改善に向

けての協議することができた。 

  （イ）女性部 

     女性部が結成され、女性が一般作業を行うことで、きめ細かい管理に

より収穫物の品質の向上につながった。 

（ウ）排水対策の重要性の認識 

   排水研修を実施したことで、露地品目を栽培する上での排水の重要性 

が認識され、明渠用の作業機導入の機運が高まっている。 

  イ オリジナルユリ専門部会への高品質な球根提供 

     現在のところ法人から供給された球根によるウイルス病の発生や生

育障害の発生はない。 

 

４ 今後の普及活動に向けて 

（１）球根増殖の作業改善 

   平成２５年作は球根増殖面積が１０ａと増加したが、販売計画を実現させ 

るには、さらなる面積拡大が必要となる。その解決には以下のことが考えら 

れ、今後とも、球根の確保に向けた支援を行う。 

  ア 労働時間のさらなる短縮 

全作業時間の４２％を占める調整・パッキング作業の機械化の検討。 

  イ 除草剤 

    花き類登録の除草剤は少ないが、効果の高い剤の導入。 

  ウ 現地試験「オリジナルユリの秋肥大球根生産技術の開発」 

    有望な技術と考えられるため、今後導入を検討。 

（２）経営の複合化 

     女性部ができたことで、女性の労力を活用し、増殖した球根を利用した

切り花経営を導入する。   


